外来・通所チームカンファレンス記録
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平成２３年　１１月　１２日　(土)　　司会：島守　広恵　記録：小泉　彰
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・畠中　寛美様～71歳、H17年4月に脳梗塞にて鹿内内科に二週間ほど入院していた。その後麻痺などはなく､知人などから依頼をされ､建設業のｱﾙﾊﾞｲﾄ等を行っていた。H22年秋頃より原因不明だが､歩行状態が不安定となっていた。H23年２月妻が脳梗塞となり､同時期本人もぎっくり腰にて動くことが困難となり､寝たきりの状態となる。排泄等の日常生活全般にわたり､妻の介護･介助により日常生活が維持されていた。H23年4月頃より､妻の介護･介助に対して､強い抵抗を示すようになり､妻の手を強くつかむことや､介助を嫌がることが出現。同時期より風呂場に幽霊が見えると訴えたり､｢泥棒が来る｣と玄関の鍵を閉めろと妻に言いつけることがあった。上記状態が継続したことから､妻が介護保健施設｢南山苑｣へ相談し､H23.6.6から介護保険認定され､H23年7月末より通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ施設｢南陽館｣にてﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽの利用を開始。以後も妻に対する易怒性･介護への拒否が持続し､最近になり妻を叩いたり､あしでけったりする行為も認められるようになり､かかりつけである鹿内内科医院･鹿内Drへ相談し､当院を紹介され､相談にあり、家族は､易怒性･易興奮性､介護への拒否､幻視などの周辺症状に対する治療を希望している。元来の本人の生活として短気で怒りっぽい様子はあったとのこと。幻覚や易怒性､介護への抵抗に対しての対症療法、認知症か否かの鑑別診断のため、当院受診予定となる」。
＜外来情報＞

関口　直樹様～先週、変薬してから怒りっぽくなったとと本人自覚し、変更前の処方を希望され内服薬変更となっている。
